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令和 2年度　主要事業トピックス 問合先／秘書課 ☎42-8701
財政課☎42-8710 育環境と学力の向上

　　　国際交流を推進

市広報紙を電子書籍化し、ベトナム語や中国語など 10
言語で配信を行う。

市内外国人労働者の実態把握調査を行い、外国人材の受け
入れ・共生のための総合的対策の計画づくりを行う。

（新規）　外国人労働者対策調査事業　
440 万円

（新規）　広報多言語化事業　
55 万円

外国人市民との多文化共生社会を実現するため、日本語
教育事業の強化を図る。

（拡充）　国際交流・多文化共生事業
860 万円

国の補助金を活用し、小学校 4 年生から 6 年生に学習
用パソコンを 1 人 1 台整備する。

（新規）　小学校学習用パソコンの整備
1,848 万円

小学校外国語の教科化に対応し、外国語指導助手の増員
と英語が堪能な地域人材を派遣する。

（継続）　外国語教育推進プラン　
3,230 万円

各学校の蔵書数を増やし、新聞を整備し、学力向上を推
進する。

（継続）　学校図書館充実事業　
865 万円

育て世代を応援　
 子どもが元気に暮らせるまち

所得制限を撤廃し、中学 3 年生までの医療費を完全無
料化。うち所得制限撤廃の影響分は 1,026 万円。

（拡充）　乳幼児こども医療費無料化
1 億 8,453 万円

子どもの数に応じて加算される国民健康保険税の均等割
額を高校生まで免除する。

（新規）　国民健康保険事業（特別会計）   
1,683 万円

3 歳児から 5 歳児の副食費（おかず代）を無償化。

（継続）　副食費無償化　
3,918 万円

9 学年（年少～小学 6 年生まで）のインフルエンザ予
防接種費用を補助。

（新規）　季節性インフルエンザ費用助成  　　
419 万円（医師会との連携事業）

中学 3 年生を対象に尿中ピロリ菌抗体検査を実施し、陽
性の場合の精密検査、除菌治療に関する費用も助成する。

（継続）　中学生ピロリ菌検査および除菌治療事業 
140 万円（医師会との連携事業 P8 ～ 9 参照）

3 歳児健診時に視覚スクリーニング検査を実施し、弱視
等の早期発見・早期治療につなげる。

（継続）　スクリーニング機器による健診実施
48 万円（医師会との連携事業 P7 参照）

野飛行場跡地を拠点整備
　雇用拡大と定住の促進

鶉野飛行場跡地の周辺に地域活性化拠点施設の建設およ
び展示コンテンツを整備する。令和 3 年度完成予定。

社会資本整備総合交付金を活用し、（仮称）市道鶉野飛
行場線などの幹線道路網の整備を図る。

市内で住宅を新築・購入する若者や、市内の民間賃貸住
宅に居住する新婚世帯に対し、費用の一部を補助する。

（新規）　地域活性化拠点施設　　
3 億円

（継続）　（仮称）市道鶉野飛行場線整備
1 億 4,030 万円

戦争遺産 鶉野飛行場跡の魅力を生かし、ソフト事業の
推進を図る。

（拡充）　鶉野飛行場跡魅力拡大事業　
330 万円

企業を誘致し造成工事に着手した工区の整備を完成させる
とともに、残りの工区の調査等を行う。

（継続）　加西インター産業団地整備事業（特別会計）
17 億 8,183 万円

（継続）　若者定住促進事業　
5,460 万円

（新規）　ふるさと創造会議アドバイザー会議
56 万円

（新規）　島根大学まちづくり共同研究事業　　
80 万円

全で暮らしやすい
住民が主役のまちづくり

（新規）　バスロケーションシステムの導入　
1,000 万円
北条町駅や加西病院の待合に、バス等がいつ来るかをデ
ジタル表示する。

最新の土砂災害警戒区域と河川の浸水想定区域を踏まえ
たハザードマップを作成し、全戸配布する。

（新規）　ハザードマップ作成　
1,200 万円

（新規）　地域主体型交通　
1,150 万円
まちづくり協議会が中心となり運営する、車両やバス停
の整備と運営費の支援を行う。

ふるさと創造会議の組織運営や活動のあり方等、学識経
験者や地域づくりアドバイザーが参画し検討会議を実施
する。

自治会やふるさと創造会議の実態調査および住民意識の
調査を行い、住民主体のまちづくりを推進する。
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